










fig.14　重度に骨吸収を起こしている状態

fig.17，18，19，20　歯科衛生士ビジュアルハンドブックよ
り改変　山口幸子先生著　クインテッセンス出版

fig.15　プローブで測定

fig.17　１A：ポケット
測定値：PD8㎜，CAL8 
㎜であったケース

fig.18　１B：ポケット底の位
置は変化していないが(CALは
変化なし)，PDは6㎜というこ
とは2㎜歯肉退縮したことによ
りPDが浅くなった。この時出
血を伴わなければ治癒したとい
える

fig.19　2A： ポ ケ ッ ト
測定値：PD6㎜，CAL6 
㎜であったケース

fig.20　2B：長い上皮付着で
4㎜2㎜歯肉退縮回復したとい
える。2 Bは骨性の支持のない
長い上皮付着で治癒している。
PDは2 ㎜ で あ る が 臨 床 的 ア
タッチメントレベルは大きく歯
周組織の破壊が大きいことがわ
かる。破壊の大きさを知るに
は，プロービングでアタットメ
ントレベルの測定が重要となっ
てくる

歯周組織検査
歯周治療は歯周組織検査に始まり診断再評価を繰

り返し行われる。その中において最も重要なのがプ
ロービングである。プロービングにより様々な情報
を得ることができるため多くの場面で活用される。

歯周炎の進行，治癒には２つのパターンがある
歯周基本治療により　大きく分けて付着の喪失を

伴わない歯肉炎は原因が除去されれば炎症は消褪し
正常な状態に戻るが，付着歯肉（アタッチメント：
Attachment）の破壊を引き起こしポケット底が
根尖側方向に深くなる歯周炎（アタッチメントロ
ス）では治癒にいくつかのパターンがある
①　歯肉溝底位は変わらずに歯肉退縮してポケット

が浅くなる
②　上皮性付着の回復により歯肉溝底位は歯冠側方

向に移動しポケットが浅くなる（アタッチメン
トゲイン）

③　結合線維性の回復により歯肉溝底が歯冠側方向
に移動しポケットが浅くなる（アタッチメント
ゲイン）

fig.16　様々な形のプローブがある
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fig.21　Maynardの分類　歯槽骨が厚く付着歯肉の厚みも
十分ある場合，歯肉退縮は起こらない。歯槽骨は厚いが
付着歯肉の厚みが少ない場合，または歯槽骨は薄いが付着肉の厚
みが十分ある場合は歯肉退縮は起こりにくい。歯槽骨も付着肉も
薄い場合，歯肉退縮は起こりやすいタイプ。

例えば，ポケット測定値（Probing Depth:以下
PD）が6mmであったケースでは，
①肉頂はCEJ（注：Cement Enamel Janction：
セメントエナメル鏡，以下CEJ）にあるが付着歯
肉部の喪失（Attachment loss）によりポケット
底が根尖方向へ移動している場合。
②CEJからの距離臨床的アタッチメントレベルが

（CEJから歯肉溝底までの臨床的な距離（深さ）：　
Clnical Attacement Level：以下CAL）どのよ
うな治癒をたどってきたかは予後を推測するうえで
大きな参考になる。
　いづれにしても炎症の改善した健康な歯周組織で
はプロービング時に出血がないことが前提となって
いる。6mmであっても歯肉退縮によりPDが浅く
なっている場合は骨性の支持のない長い上皮性付着
で治癒している。
③PDは6mmであるがCEJより歯肉退縮がおきて
いる場合では臨床的アタッチメントレベルは①より
も大きくなり歯周組織の破壊が大きいことがわかる。
破壊の大きさを知るには　プロービングではアタッ
チメントレベルの測定が重要となる。
（注：歯肉頂からポケット底までの距離をプロービ
ングディプスと呼び(Probing Depth:以下PD)
CEJからのポケット底までの距離:臨床的アタッチ
メントレベル（CEJから歯肉溝底までの臨床的な
距離　Clinical Attacｈment Level：以下CAL）

歯周病患者の注意すべき特徴
歯肉退縮は歯周炎の治癒形態でもあるが，補綴装

置装着後では審美性の悪化や歯間鼓形空隙の拡大に
より清掃性不良，食物残渣などからマージン下部歯
根面う蝕の発症を深刻化させ，不快症状を助長し患
者の不満にもつながってくる。この歯肉退縮が起こ
りやすいか起こりにくいかは歯肉と歯槽骨の性状に
影響される。

また治癒形態が長い上皮付着で回復した場合は長
期安定が難しく歯周炎の再発が容易に起こりやすく
なる。

歯周治療に重要なプロービングにより，様々な情
報が得られるが，補綴修復物が装着されている口腔
内では，しばしば正確にできないことがあり，同時
に縁下のコントロールを難しくさせ予後を不良にさ
せる原因となってしまう。

fig.21

（以下次号「歯周病治療から補綴処置，メインテナ
ンスへ」へ続く。）


